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市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
２
月
１０
日
、
第
９７
回
代
議
員
会

を
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
で

開
い
た
。

会
議
で
は
、
平
成
２０
年
度
上
半

期
経
理
状
況
を
説
明
、
監
事
の
北

谷
文
夫
・
砂
川
市
議
会
議
長
に
よ

る
監
査
報
告
が
了
承
さ
れ
た
。

協
議
で
は
、
２１
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
（
案
）、「
市
議
会
議
員

年
金
制
度
の
安
定
的
運
営
の
確
保

に
関
す
る
決
議（
案
）」
�
下
掲
�

が
諮
ら
れ
原
案
通
り
決
定
し
た
。

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
に
関

す
る
研
究
会
報
告
（
２
月
３
日
）

で
は
、
市
議
員
年
金
財
政
の
悪
化

は
、
市
町
村
合
併
の
大
規
模
か
つ

急
速
な
進
展
、
行
政
改
革
に
連
動

し
た
議
員
定
数
・
報
酬
の
削
減
に

よ
る
収
入
減
、
受
給
者
の
急
増
に

よ
る
支
出
増
を
要
因
と
す
る
。

市
議
会
議
員
共
済
会
の
積
立
金

は
、
２３
年
に
は
枯
渇
し
、
破
綻
が

確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
決
議
は
、

早
急
に
合
併
特
例
法
の
規
定
に
基

づ
く
激
変
緩
和
措
置
を
強
化
し
、

安
定
的
運
営
の
確
保
に
向
け
た
適

切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
今
後
、
総
務
省
の
検
討

会
が
３
月
に
も
設
置
予
定
。

２１年度は正念場
地方分権改革の推進に向け

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
２
月
９
日
、
東
京
・
日
本
都
市

セ
ン
タ
ー
会
館
で
第
８６
回
評
議
員

会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
藤
田
会
長

は
、
政
府
が
▽
「
新
分
権
一
括
法

案
」
を
来
年
１
月
開
催
の
通
常
国

会
へ
提
出
予
定
▽
同
法
案
の
青
写

真
と
な
る
「
地
方
分
権
改
革
推
進

計
画
」
を
今
秋
に
も
策
定
予
定
―

―
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
２１
年
度
は

地
方
分
権
改
革
に
と
っ
て
、
ま
さ

に
正
念
場
」
と
強
調
し
た
。

こ
の
発
言
は
、
地
方
分
権
改
革

推
進
委
員
会
の
第
３
次
勧
告
が
、

今
春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

意
識
し
た
も
の
。
政
府
が
推
進
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
同
委
員
会

の
勧
告
を
叩
き
台
に
す
る
た
め

だ
。
第
３
次
勧
告
で
は
「
国
と
地

方
の
税
財
政
」
が
柱
と
な
る
。

本
会
と
し
て
は
地
方
の
声
を
勧

告
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
同
委
員

会
に
働
き
掛
け
た
い
と
こ
ろ
。
そ

こ
で
藤
田
会
長
は
「
偏
在
性
の
少

な
い
地
方
税
体
系
の
構
築
」
な
ど

の
実
現
を
求
め
、
同
委
員
会
の
理

解
を
求
め
る
考
え
を
示
し
た
。

会
議
で
は
、
地
方
行
政
、
地
方

財
政
、
社
会
文
教
、
産
業
経
済
、

建
設
運
輸
、
国
会
対
策
、
地
方
分

権
改
革
・
道
州
制
調
査
の
各
委
員

長
ら
が
２０
年
度
要
望
運
動
結
果
を

報
告
し
た
。
ま
た
、
２１
年
度
一
般

会
計
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
た
ほ

か
、
２２
年
度
本
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
地
が
大
分
市
に
決
定
し
た

こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

な
お
当
日
は
、
鳩
山
邦
夫
・
総

務
大
臣
の
代
理
と
し
て
倉
田
雅
年

・
総
務
副
大
臣
が
来
賓
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
瀧
野
欣
彌
・
総
務
事

務
次
官
が
、
地
方
行
財
政
の
諸
問

題
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

市議会議員年金制度の安定的運営の確保に関する決議
地方議会議員の年金制度は、４０年を超える歴史を有し、退職

後の議員及びその遺族の生活の安定を図る上で大きな役割を果た
してきている。
しかしながら、市町村議会議員の年金財政は、近年急激に悪化

し、平成２３年には積立金が枯渇し、破綻が確実視されている。
これは、平成の大合併の大規模かつ急速な進展等により、年金

財政の支え手である市町村議会議員が短期間のうちに４割減少す
るとともに、年金受給者が２割増加したことによるものである。
市議会議員年金では、議員が１割増加したものの、旧町村議会

議員としての年金受給者の受入れ等により年金受給者が２倍以上
へと大幅に増加し、１人の会員が３人の受給者を支える、極めて
不均衡な状態にある。
合併特例法では、このような合併の進展に伴う市議会議員年金

財政への影響に配慮するため、「その健全な運営を図るため必要
な措置を講ずるものとする」と規定しているところであり、平成
１８年の地方公務員等共済組合法の改正では、自助努力の限界と
もいえる掛金の引上げ、給付の引下げを行うとともに、合併特例
法の規定に基づく激変緩和措置が講じられたところであるが、こ
の激変緩和措置では市議会議員年金財政の安定化を図るためには
不十分であったと言わざるをえない。
よって、国においては、国策として推進された市町村合併に身

をもって協力した市議会議員の強い思いを厳粛に受けとめ、その
責任において、将来にわたり安定的な年金給付が可能となるよ
う、早急に、合併特例法の規定に基づく激変緩和措置を強化する
など市議会議員年金制度の安定的運営の確保に向けた適切な措置
を講ずるよう強く求める。
以上、決議する。

平成２１年２月１０日 市議会議員共済会

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1716号２月２５日平成21年
（2009年）

議
員
年
金
制
度
の

安
定
確
保
へ
決
議
議員共済会
代 議 員 会

本会評議員会

壇上であいさつする藤田会長

あ
い
さ
つ
す
る
藤
田
会
長

（１） 平成２１年２月２５日 第１７１６号
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建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

議
会
所
在
地
変
更

社
会
文
教
委
員
会
（
委
員
長
�

�
藤
拓
雄
・
阿
蘇
市
議
会
議
長
）

は
２
月
１０
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
２０
年
度

の
要
望
運
動
結
果
を
報
告
し
た
の

ち
、
次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送

り
事
項
等
を
決
定
し
た
。

要
望
運
動
結
果
で
は
、
同
委
員

会
が
重
点
的
に
要
望
し
て
き
た
地

域
医
療
関
連
施
策
に
つ
い
て
、
関

係
予
算
が
大
幅
増
と
な
る
こ
と
、

ま
た
公
立
病
院
に
対
す
る
財
政
措

置
も
拡
充
さ
れ
、
過
疎
地
や
産

科
、
小
児
科
、
救
急
医
療
に
対
す

る
交
付
税
措
置
が
拡
充
さ
れ
る
こ

と
な
ど
を
報
告
し
た
。

申
し
送
り
事
項
は
、
�
地
域
医

療
施
策
�
医
師
確
保
の
た
め
の
緊

急
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
施
策
の

推
進
な
ど
�
長
寿
医
療
制
度
�
保

険
料
負
担
軽
減
等
に
か
か
る
経
費

の
国
の
責
任
に
よ
る
負
担
�
雇
用

対
策
�
自
治
体
の
実
施
す
る
雇
用

対
策
に
対
す
る
更
な
る
財
政
措
置

な
ど
�
文
教
施
策
�
公
立
小
中
学

校
施
設
の
耐
震
化
促
進
の
た
め
の

財
政
措
置
の
充
実
強
化
―
―
の
４

事
項
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
医
政
局

の
三
浦
公
嗣
・
指
導
課
長
が
「
こ

れ
か
ら
の
医
療
の
課
題
」
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員
長
�

木
村
正
義
・
渋
谷
区
議
会
議
長
）

は
２
月
１３
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
２０
年
度

の
要
望
運
動
結
果
を
報
告
し
た
の

ち
、
次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送

り
事
項
等
を
決
定
し
た
。

要
望
運
動
結
果
で
は
、
道
路
特

定
財
源
の
一
般
財
源
化
の
影
響
に

よ
り
、
来
年
度
の
道
路
整
備
関
連

予
算
が
相
当
程
度
減
額
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

申
し
送
り
事
項
は
、
�
各
種
交

通
網
の
整
備
推
進
�
平
成
２０
年
度

を
初
年
度
と
す
る
道
路
に
関
す
る

「
新
た
な
中
期
計
画
（
５
年
間
）
」

に
お
け
る
地
方
版
の
策
定
、
地
方

の
道
路
整
備
や
財
政
状
況
に
応
じ

た
財
源
の
確
保
な
ど
�
自
然
災
害

対
策
の
推
進
�
地
震
防
災
対
策
の

法
律
に
基
づ
く
各
種
施
策
の
早
期

具
現
化
と
財
政
措
置
な
ど
�
都
市

再
生
・
地
域
再
生
の
整
備
推
進
�

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
都
市
地

域
環
境
の
整
備
―
―
の
３
事
項
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局

の
花
岡
洋
文
・
総
務
課
長
が
「
平

成
２１
年
度
道
路
関
係
予
算
の
概

要
」
、
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局

の
�
田
博
史
・
地
上
放
送
課
長
が

「
２
０
１
１
年
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
完
全
移
行
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
説
明
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
の
社
会
文
教
、
建
設
運
輸
委
員
会
は
、
２
月
１０
日
と
１３
日
に
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開

き
、
平
成
２０
年
度
の
要
望
運
動
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
会
議
で
は
、
こ
の
要
望
結
果
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
重
点
的
に
要
望
す
べ
き
事
項
を
「
次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送
り
事
項
」
と
し
て
ま
と
め
た
。
会

議
概
要
と
申
し
送
り
事
項
は
次
の
と
お
り
。
要
望
運
動
結
果
の
概
要
は
次
号
か
ら
順
次
掲
載
す
る
。

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
は

２
月
１８
日
、
「
地
方
自
治
体
に
お

け
る
行
政
体
制
の
整
備
」
な
ど
を

議
題
に
し
た
委
員
会
を
開
い
た
。

地
方
税
財
政
改
革
を
柱
と
し
た
第

３
次
勧
告
を
控
え
、
同
委
員
会
で

は
自
治
体
の
行
財
政
基
盤
強
化
に

向
け
、
議
論
を
加
速
化
さ
せ
る
。

自
治
体
法
制
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
地
方
制
度
調
査
会
が
▽
市

町
村
合
併
を
含
め
た
基
礎
自
治
体

の
あ
り
方
▽
監
査
機
能
の
充
実
強

化
▽
議
会
制
度
の
あ
り
方
▽
地
方

税
財
政
制
度
の
あ
り
方
―
―
を
審

議
項
目
に
掲
げ
、
２１
年
７
月
ま
で

に
答
申
す
る
予
定
。
分
権
改
革
委

で
は
、
地
制
調
の
審
議
の
動
向
を

踏
ま
え
、
相
互
の
重
複
や
競
合
を

避
け
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
地
制

調
が
進
め
て
き
た
審
議
の
状
況
や

経
過
を
整
理
。
特
に
分
権
改
革
委

で
は
、
監
査
、
議
会
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
地
制
調
が
示
し
た
主
な

見
直
し
の
方
向
性
に
注
目
し
た
。

こ
の
日
、
示
さ
れ
た
見
直
し
の

方
向
性
は
、
地
制
調
の
動
向
を
伝

え
る
本
紙
第
１
７
０
９
号
な
ど
で

も
紹
介
し
た
も
の
。
監
査
機
能
の

充
実
強
化
に
向
け
、
監
査
委
員
の

選
任
方
法
を
議
会
の
選
挙
へ
改
め

る
な
ど
、
地
制
調
で
は
監
査
委
員

の
首
長
か
ら
の
独
立
性
を
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
現
行
制
度
で

は
、
議
会
の
同
意
が
必
要
だ
が
首

長
が
自
ら
監
査
委
員
を
選
任
し
て

お
り
、
「
監
査
さ
れ
る
者
」
が
「
監

査
す
る
者
」
を
選
べ
る
不
自
然
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
議
会
の
首
長
に
対

す
る
監
視
機
能
を
強
化
す
る
た

め
、
議
会
へ
「
実
地
検
査
権
」
を

付
与
す
る
方
向
性
を
、
地
制
調
で

は
打
ち
出
し
て
い
る
。

▼
議
長

▽
雲
南

堀
江

眞（
１１
・
２８
）

▽
射
水

泉
田
恒
男（
１２
・
２２
）

▽
稲
敷

堀
口
正
良（
１２
・
２２
）

▽
中
津

清
水
勝
彦（
１２
・
２２
）

▼
副
議
長

▽
雲
南

石
川
幸
男（
１１
・
２８
）

▽
金
沢

山
野
之
義（
１２
・
１９
）

▽
射
水

梶
谷
幸
三（
１２
・
２２
）

▽
稲
敷

山
下
恭
一（
１２
・
２２
）

▽
出
雲
市
（
島
根
県
）

出
雲
市
今
市
町
７０
番
地

ＦＡＸ
０
８
５
３（
２
１
）６
２
５
１

（
議
会
事
務
局
直
通
）

（
郵
便
・
電
話
番
号
は
変
更
な
し
）

本 会

社社
会会
文文
教教

建建
設設
運運
輸輸

委
員
会
が
活
動
報
告

次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事
項
な
ど

決
定

議

会

人

事

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

地
制
調
の
動
向
注
視

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会 あいさつする木村委員長

あいさつする�藤委員長

第１７１６号 平成２１年２月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
多
賀
谷
俊
史
・
大
阪
市
会
議

長
）
は
２
月
１２
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
第
８９
回
総
会
を
開
催

し
、
同
研
究
会
テ
ー
マ
の
「
都
市

に
お
け
る
エ
コ
対
策
」
に
関
す
る

調
査
研
究
報
告
書
の
目
次
・
骨
子

を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
同
研
究

会
の
平
成
２１
年
度
の
事
業
計
画
及

び
予
算
を
決
め
た
。

同
研
究
会
が
来
年
２
月
に
ま
と

め
る
調
査
研
究
報
告
書
の
目
次
・

骨
子
で
は
、
特
に
、
サ
ブ
テ
ー
マ

を
「
〜
地
域
の
力
で
美
し
い
地
球

を
後
世
へ
〜
」
と
し
て
い
る
。

本
章
は
全
５
章
で
構
成
。
第
�

章
は
、
な
ぜ
今
「
都
市
に
お
け
る

エ
コ
対
策
」
な
の
か
。
第
�
章
は

「
今
日
の
環
境
と
世
界
と
日
本
の

動
き
」
。
第
�
章
は
、
「
都
市
に

お
け
る
エ
コ
対
策
」
に
関
す
る
今

日
的
重
点
課
題
（
「
１
�
低
炭
素

社
会
の
構
築
」
、
「
２
�
循
環
型

社
会
の
構
築
」
、
「
３
�
自
然
共

生
社
会
の
構
築
」）。
第
�
章
は
、

「
日
本
と
世
界
の
エ
コ
対
策
」
。

第
�
章
は
、
サ
ブ
テ
ー
マ
「
〜
地

域
の
力
で
美
し
い
地
球
を
後
世
へ

〜
」
を
掲
げ
、
提
言
す
る
と
し
て

い
る
。
な
お
、
調
査
研
究
を
進
め

る
な
か
で
、
訂
正
・
修
文
す
る
場

合
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
調
査
研
究
に
資
す
る
た

め
実
施
し
た
加
盟
市
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
（
平
成
２１
年
２
月
１２
日

現
在
）
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

当
日
は
ま
た
、
環
境
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
有
限
会
社
イ
ー
ズ
代
表

取
締
役
の
枝
廣
淳
子
氏
が
「
都
市

に
お
け
る
エ
コ
対
策
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
っ
た
。

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
石
橋
力
・
久
留
米
市
議

会
議
長
）
は
２
月
１７
日
、
東
京
・

九
段
会
館
で
総
会
を
開
催
し
た
。

平
成
２１
年
度
の
運
動
方
針
や
予
算

な
ど
を
協
議
、
決
定
し
た
ほ
か
、

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
を

行
い
、
新
会
長
に
上
野
敏
郎
・
帯

広
市
議
会
議
長
が
就
任
し
た
。

広
域
行
政
圏
施
策
は
こ
れ
ま

で
、
地
域
社
会
の
形
成
等
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
近

年
は
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
状

況
が
著
し
く
変
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
政
府
は
、
必
要

な
機
能
を
集
約
的
に
整
備
し
て
周

辺
地
域
と
連
携
を
図
る
「
定
住
自

立
圏
構
想
」
を
打
ち
出
し
、
こ
れ

ま
で
の
広
域
行
政
圏
施
策
は
廃
止

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し

現
在
の
広
域
的
な
事
務
・
事
業
は

存
続
す
る
た
め
、
今
後
と
も
広
域

行
政
に
対
す
る
支
援
を
欠
か
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
運
動
方
針
で
は
▽
広

域
行
政
施
策
に
対
す
る
財
政
支
援

措
置
の
拡
充
▽
地
域
活
性
化
事
業

債
の
拡
充
強
化
―
―
な
ど
を
目
標

に
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
２２
年

度
予
算
編
成
時
等
に
関
係
方
面
へ

要
望
運
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
の
佐
村
知
子

・
大
臣
官
房
審
議
官
が
「
地
方
分

権
と
広
域
行
政
圏
を
め
ぐ
る
最
近

の
動
向
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
進
展

に
伴
い
、
著
作
権
の
考
え
方
を
め

ぐ
る
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
い

る
。
ネ
ッ
ト
先
進
国
で
あ
る
米
国

で
は
、
使
用
目
的
が
公
正
で
あ
れ

ば
著
作
権
者
の
許
可
を
得
ず
と
も

著
作
物
の
複
製
、
再
利
用
な
ど
を

行
っ
て
も
よ
い
（
著
作
権
の
侵
害

に
あ
た
ら
な
い
）
と
い
う
法
理
論

が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

「
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
」の
原
則
と
い
う
。

一
方
、
日
本
の
著
作
権
法
で

は
、
許
諾
な
し
に
著
作
物
を
利
用

で
き
る
ケ
ー
ス
が
こ
と
細
か
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
拡
大
解
釈
に
は

き
わ
め
て
慎
重
な
司
法
判
断
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
著
作
権
者

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
い
考

え
方
だ
が
、
一
方
で
ネ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
の
興
隆
を
妨
げ
る
障
壁
に
も

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

政
府
の
知
的
財
産
戦
略
本
部
で

は
、
こ
う
し
た
矛
盾
を
解
決
す
る

た
め
、
知
的
財
産
権
を
保
持
し
な

が
ら
、
社
会
全
体
に
メ
リ
ッ
ト
の

大
き
い
著
作
権
の
あ
り
方
�
日
本

版
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
の
導
入
を
め
ざ

し
検
討
を
始
め
て
い
る
。

議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、著
作
物
の

公
正
な
使
用
と
い
う
概
念
を
ど
う

定
義
す
る
か
で
あ
る
。コ
ン
テ
ン
ツ
使

用
の
目
的
と
性
質
、引
用
量
や
引

用
部
分
が
作
品
全
体
に
占
め
る
割

合
、引
用
が
対
象
と
さ
れ
る
市
場
に

及
ぼ
す
影
響
な
ど
が
、十
分
に
検
討

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

報
告
書
目
次
・
骨
子

を
決
定
―
都
市
研
が
総
会

フフェェアアユユーースス
変化する

著作権保護の考え方

広広域域協協がが総総会会
新会長に帯広市議長

時の話題

あいさつする多賀谷会長

あいさつする石橋会長

第８９回総会のもよう

上野敏郎・新会長
（帯広市）

（３） 平成２１年２月２５日 第１７１６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



トトピピッッ
ククスス

今
日
の
高
齢
社
会
に
お
い
て
、

「
安
心
し
て
老
後
を
お
く
り
た

い
」
と
い
う
願
い
は
す
べ
て
の
国

民
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
介
護
・
福
祉
の
安
定

・
充
実
は
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し

近
年
、
地
域
の
介
護
は
崩
壊
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

平
成
１２
年
に
介
護
保
険
制
度
が

導
入
さ
れ
て
以
降
、
過
去
２
回
の

介
護
報
酬
改
定
は
い
ず
れ
も
マ
イ

ナ
ス
改
定
。
こ
れ
に
よ
り
介
護
保

険
事
業
者
の
多
く
は
経
営
難
に
陥

っ
た
。
厳
し
さ
を
増
す
介
護
労
働

は
、
事
業
者
に
よ
る
人
材
確
保
が

困
難
と
な
り
、
深
刻
な
人
手
不
足

に
直
面
。
地
域
福
祉
の
基
盤
を
揺

る
が
し
て
い
る
。

誰
も
が
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
「
介
護
の
社
会

化
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ

れ
を
支
え
る
介
護
従
事
者
が
専
門

性
を
高
め
、
い
き
い
き
と
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

介
護
従
事
者
の
待
遇
改
善
の
た

め
に
は
、
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
報
酬
引
き
上
げ
は
、
介
護
保

険
料
の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
被
保

険
者
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
議
論

も
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
安
心
で

き
る
介
護
保
険
制
度
と
し
て
、
制

度
の
根
幹
は
維
持
し
つ
つ
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
た
め
▽

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
▽
報
酬
引

き
上
げ
が
保
険
料
の
上
昇
と
な
ら

な
い
よ
う
措
置
▽
介
護
従
事
者
の

処
遇
の
改
善
―
―
な
ど
を
求
め
て

い
る
。

な
お
、
昨
年
５
月
に
「
介
護
従

事
者
等
の
人
材
確
保
の
た
め
の
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
に
関
す
る

法
律
」
が
議
員
立
法
に
よ
り
成
立

し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
２１

年
度
介
護
報
酬
改
定
で
は
、
改
定

率
を
プ
ラ
ス
３
・
０
％
と
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
介
護
報

酬
改
定
に
伴
う
保
険
料
の
急
激
な

上
昇
を
抑
え
る
た
め
の
措
置
が
、

２０
年
度
２
次
補
正
予
算
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
２１
年
度
予
算
等
に

お
い
て
も
、
安
心
で
質
の
高
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
地
域

に
お
け
る
介
護
基
盤
の
整
備
や
、

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人

材
確
保
な
ど
の
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
を
も
と
に
、
１２
月
定
例
会

を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と（
下
）で
は
、
近
年
、
介
護
保
険

事
業
者
の
収
益
悪
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
介
護
従
事
者
の
人
材
不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
処
遇
改
善
に
よ
る
人
材
確
保
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る
も
の
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

議会

意見書・決議の議決状況（下） （２０．１１．１～１２．３１）

決 議

【建設・運輸・郵政・国土保全】 【 ７６】 【 ３】
○道路整備の財源確保 ３２ ―
○郵政民営化の見直し １９ ―
○その他 ２５ ３
【労働・商工】 【 ２２９】 【 １５】
○協同労働の協同組合法の速やかな制定 ６２ ―
○長時間労働や日雇派遣など労働法制改正 ３７ ―
○緊急雇用対策等による雇用の確保と安定 ３０ ２
○中小・零細企業対策の充実強化 ２０ １
○職業訓練・能力開発における国の責任・ １７ ―
役割の維持
○労働者派遣法の改善 １３ ―
○公共工事における建設労働者の適正な労 １１ ―
働条件の確保
○実効性のある緊急経済対策の実施 ６ ３
○公契約に関する基本法の制定 ５ ―
○雇用促進住宅の存続および退去困難者へ ５ ―
の支援強化
○ＪＲ不採用問題の早期解決 ５ ―
○「ワーク・ライフ・バランス」の実現 ３ ９
○その他 １５ ―
【警察・防災・消防】 【 １３】 【 ６】
○防災対策等の充実 ５ ―
○暴力団等による暴力の根絶 ― ５
○その他 ８ １
【外交・防衛・国際関係】 【 ３０】 【 ９】
○北朝鮮による拉致問題の早期解決 ６ ―
○前航空幕僚長「論文」問題の全容解明等 ５ ―
○障害者権利条約の早期批准 ５ ―
○その他 １４ ９
【社会・くらし】 【 ３２５】 【 ５】
○介護保険制度の改善 １１５ ―
○暮らせる年金の実現 ５４ ―
○現行保育制度の堅持・拡充 １８ １
○障害者自立支援法の抜本的見直し １８ ―
○社会保障費抑制方針の撤回 １７ ―
○都市再生機構賃貸住宅の家賃改定見直し １５ ―
○介護療養病床廃止計画の見直し １５ ―
○インターネット上の個人情報と人権擁護 ９ ―
○自主的な共済制度の保険業法の適用除外 ８ ―
○定額給付金の見直し ６ ―
○少子化対策の推進 ４ ―
○神奈川県受動喫煙防止条例の見直し ４ ―
○生活品物価高騰に対する緊急対策の実施 ３ ―
○共済法の制定 ３ ―
○国籍法の改正 ３ ―
○貧困の連鎖の断絶と市民生活の底上げ ３ ―
○父子家庭への児童扶養手当の支給 ３ ―
○その他 ２７ ４
【その他】 【 ０】 【 ２】
【合 計】 【 ６７３】 【 ４０】
【総合計】 【 １２３４】 【 ５９】

意見書件 名

「
介
護
保
険
制
度
の
改
善
」が
最
多

１１２２
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
（下）
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